
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
や
も
の

の
見
方
を
体
感
し
ま
す
。
学
内
外
の
専
門

家
を
講
師
に
招
い
た
合
宿
形
式
の
討
論
会

も
設
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
３
月
に
執
り
行
わ
れ
た
新

島
塾
の
修
了
式
に
お
い
て
、
塾
長
を
務
め

る
植
木
学
長
は
「
大
学
で
の
学
び
は
『
問

い
』
に
対
す
る
『
解
』
を
出
す
だ
け
で
は

な
く
、『
問
い
』
そ
の
も
の
を
創
り
出
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
あ
る
『
問
い
』
を

立
て
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
義
や
違
う

『
問
い
』
の
立
て
方
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
、
と
苦
悩
す
る
経
験
も
数
多
く
し
た

の
で
は
な
い
か
。『
書
を
読
む
大
切
さ
』

と
と
も
に
読
む
こ
と
、
考
え
る
こ
と
の
基

本
で
あ
る
『
言
葉
』
の
大
切
さ
も
学
ば
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。
対
話
の
『
言
葉
』
は
、

他
者
へ
の
理
解
と
共
感
の
た
め
に
使
わ
れ

る
べ
き
だ
が
、
時
に
『
言
葉
』
は
人
を
排

除
し
傷
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
ぜ
ひ
、
良

心
を
胸
に
言
葉
を
大
切
に
扱
う
人
で
あ
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始
動

学
際
的
教
育
研
究
で
新
た
な
知
を
開
拓

　

２
０
１
７
年
４
月
、
協
定
校
で
あ
る
ド

　新島襄が1875年に創立した同志社英学校を前身とする
同志社大学。「一国の良心」ともいうべき人物の養成を志
したのが教育の原点です。その「良心教育（1）」は「キリス
ト教主義・自由主義・国際主義」を理念に掲げ、今日まで
受け継がれてきました。「諸君ヨ人一人ハ大切ナリ」とい
う新島の言葉に象徴されるように、植木朝子学長のもと、
他者を理解し、その違いを新たな創造へ導くダイバーシ
ティの推進に重点的に取り組んでいきます。
　2022年度から開講された「同志社データサイエンス・
AI教育プログラム（DDASH）」では、今春新たに応用基
礎レベルと副専攻が開始されました。また、2024年度か
らは新たな学年暦を導入。オンデマンド授業を活用するこ
とで、留学プログラムや課外活動など主体的に学ぶ機会の
増加が期待されます。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
キ
ャ
ン
パ
ス
を
推
進
―
―
。

価
値
観
の
違
い
を
新
た
な
創
造
へ
導
く
こ
と
が
で
き
る

〝
良
心
を
手
腕
に
運
用
す
る
〟
人
物
を
養
成

同志社大学
〒602-8580　京都府京都市上京区今出川通烏丸東入　入学センター入学課　TEL 075-251-3210　https://www.doshisha.ac.jp/

「
諸
君
ヨ
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」

多
様
性
と
寛
容
に
満
ち
た
環
境
で

他
者
へ
の
理
解
と
創
造
力
を
育
む

　
「
諸
君
ヨ
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
」―
―
。

今
出
川
校
地
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
校

舎
の
渡
り
廊
下
の
壁
に
刻
ま
れ
た
こ
の
言

葉
は
、
同
志
社
の
創
立
者
・
新
島
襄
が

１
８
８
５
年
、
同
志
社
英
学
校
創
立
10
周

年
記
念
式
典
で
述
べ
た
一
節
で
す
。
こ
の

と
き
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の

新
島
は
、
自
身
の
不
在
中
に
７
人
の
学
生

が
退
学
処
分
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
深

い
悲
し
み
の
思
い
が
こ
み
上
げ
、
式
辞
の

中
で
思
わ
ず
そ
う
語
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

同
志
社
の
歴
史
を
辿
る
と
、
幕
末
の
激

動
の
時
代
、
日
本
の
将
来
に
憂
い
を
抱
い

た
新
島
襄
が
鎖
国
の
禁
を
犯
し
て
渡
米
し

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
約
10
年
に
わ
た

り
キ
リ
ス
ト
教
の
根
付
い
た
欧
米
社
会
に

学
ん
だ
新
島
は
、
日
本
の
近
代
化
の
た
め

に
は
教
育
か
ら
社
会
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
確
信
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基

づ
く
全
人
教
育
に
よ
り
、「
一
国
の
良
心

と
も
謂
ふ
可
き
人
物
」
の
養
成
を
志
し
た

の
で
す
。
こ
れ
が
同
志
社
教
育
の
原
点
で

あ
る
「
良
心
教
育
」
で
す
。

が
ど
の
よ
う
な
困
難
を
引
き
起
こ
す
か
に

つ
い
て
会
議
で
話
し
合
う
と
き
、『
こ
う

な
っ
た
ら
こ
ん
な
困
っ
た
事
態
に
な
っ
て

し
ま
う
』
と
い
う
気
付
き
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
人
が
そ
の
場
に
い
る
と
い
う
こ
と
自

体
が
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
に
一
つ
ひ
と

つ
気
付
い
て
い
け
る
よ
う
、
大
学
を
運
営

し
て
い
く
上
で
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
声
を
引

き
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
植
木
学
長
。

よ
り
自
由
で
主
体
的
な
学
び
に

向
け
て
、
新
学
年
暦
を
導
入

　

同
志
社
大
学
で
は
、
今
出
川
・
京
田
辺

の
両
校
地
で
年
間
約
１
万
１
６
０
０
の
科

目
・
ク
ラ
ス
を
開
講
し
（
２
０
２
３
年
度
）、

そ
の
う
ち
「
同
志
社
科
目
」「
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
科
目
」「
国
際
教
養
科
目
」
な
ど
14

学
部
共
通
で
学
べ
る
「
全
学
共
通
教
養
教

育
科
目
」
を
約
３
３
０
０
科
目
・
ク
ラ
ス
設

置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
他
大
学
と
の

単
位
互
換
制
度
や
副
専
攻
制
度
を
設
置
し
、

ま
た
所
属
学
部
以
外
の
科
目
も
一
部
受
講

す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
学
生
の
興
味
・

関
心
に
合
わ
せ
て
自
由
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
充
実
し
た
学
習
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
か
ら
は
新
た
な
学
年
暦

を
導
入
し
ま
す
。
通
常
の
教
室
で
の
授
業

は
13
週
の
授
業
期
間
に
受
講
し
、
最
初
と

最
後
の
２
週
分
の
授
業
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
受
講
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
に
、
履
修
科

目
登
録
に
先
立
ち
初
回
授
業
を
オ
ン
デ
マ

ン
ド
受
講
す
る
こ
と
で
、
授
業
の
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
登
録
科
目
の
ミ

　

こ
の
志
を
受
け
継
ぐ
同
志
社
大
学
は
、

「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」「
自
由
主
義
」「
国
際

主
義
」
の
３
つ
の
教
育
理
念
を
今
日
ま
で

貫
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
徳
育
の
価

値
判
断
の
基
準
を
キ
リ
ス
ト
教
に
置
き
、

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を
大
切
に
し
、
束
縛

せ
ず
、
学
生
が
自
ら
を
律
し
な
が
ら
も
自

由
に
行
動
す
る
こ
と
を
尊
重
し
、
大
き
な

視
野
で
も
の
ご
と
を
考
え
る
こ
と
を
重
視

す
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
全
体
を
包
む
学
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

植
木
朝
子
学
長
は
、
こ
う
説
明
し
ま
す
。

　
「『
人
一
人
ハ
大
切
ナ
リ
』
と
い
う
新
島

襄
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の

痛
み
に
共
感
で
き
る
自
立
し
た
人
物
を
生

み
育
て
る
こ
と
、
こ
れ
が
本
学
の
目
指
す

べ
き
確
か
な
方
向
で
す
。
そ
れ
は
、
多
様

性
と
寛
容
に
満
ち
た
環
境
の
な
か
で
こ
そ

成
り
立
つ
も
の
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
個

性
を
大
切
に
し
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
視

点
と
倫
理
観
を
持
っ
た
人
物
を
育
て
る
教

育
に
注
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
身
と

異
な
る
価
値
観
や
境
遇
を
持
つ
他
者
を
理

解
し
、
そ
の
違
い
を
新
た
な
創
造
へ
導
く

力
を
育
て
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る

教
育
の
推
進
は
、
良
心
教
育
の
実
質
化
の

一
環
と
も
な
り
得
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

２
０
２
１
年
４
月
か
ら
は
、
全
学
で
の

取
り
組
み
と
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進

委
員
会
を
設
置
。
男
女
共
同
参
画
、
障
が

い
者
支
援
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
、
セ
ク

シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
支
援
に
か
か
わ
る

包
括
的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
「
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
同
じ
人
ば
か

り
が
集
ま
る
と
、
な
か
な
か
気
付
か
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
状
況

（1） 「良心碑」（良心教育）
　新島襄が、療養に励む東京から一学生に送っ
た手紙の一節が、自筆の書体を拡大して刻まれ
ている碑。原文は「良心之全身ニ充満シタル丈
夫ノ起リ来ラン事ヲ望テ止マサルナリ」。同志
社教育の真髄を示す「良心教育」という言葉は
これに由来する。

（2） クリエイティブ・ジャパン科目
　日本の伝統、文化、芸術への高い関心を育み、

「感性価値」の創造と受容の基礎となる力を身
につけ、創造力を涵養することを目的とした新
しい学び。「京都科目」「クールジャパン科目」

「クリエイティブ・ジャパン科目」などから構
成される。
　これらを通して、「日本文化の魅力」「グロー
バルに受容される価値」について考察し、「京
都から日本全国、そして世界へ」と広がる視野
を養う。

（3） 英語教育の新カリキュラム
　2022年度から新たな英語教育カリキュラム
がスタート。これまで実施してきた習熟度別ク
ラス編成を拡充し、１・２年次で履修するすべ
て の 英 語 科 目 を ４ つ の レ ベ ル で ク ラ ス 編 成

（CASECのスコアで判定）するとともに、さら
なる少人数教育を進めていく。

（4） RLP（Residential Learning Program）
　継志寮では、多様な背景を持つ学生が交流で
きること、地域に生活する住民の一員として地
域に貢献することを期待し、「地域共生・地域
創生」「ダイバーシティ」「サステナビリティ」
の ３ つ の テ ー マ で 構 成 し た 教 育 プ ロ グ ラ ム

「RLP」を設けている。これまでRLPでは、「上
京区を知ろう」「LGBTQとアート」などのテーマ
で講演やディスカッションが行われた。

ス
マ
ッ
チ
を
回
避
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
夏
期
休
暇
期
間
と
い
わ
ゆ

る
春
休
み
期
間
が
長
く
な
る
こ
と
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
新
た
な
主
体
的
な
学
び
の
機
会
が
う

ま
れ
、
さ
ら
に
は
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

参
加
機
会
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
同
志
社
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）」
を

全
学
共
通
教
養
教
育
科
目
と
し
て
展
開

　

全
14
学
部
の
学
生
を
対
象
と
し
た
全
学

共
通
教
養
教
育
科
目
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
科
目
  （2）

」
の
設
置

や
英
語
教
育
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構

築
  （3）

な
ど
に
加
え
、
２
０
２
２
年
度
か
ら

は
新
た
に
「
同
志
社
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
―
デ
ィ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
）」
を
開
設
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
文
系
・
理
系
を
問
わ
ず
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
礎
知
識
で
あ
る
「
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
」
に
関

す
る
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
、
各
自
の

専
門
分
野
で
の
学
修
や
社
会
生
活
で
こ
れ

ら
を
道
具
と
し
て
活
用
し
、
新
た
な
価
値

を
創
造
で
き
る
人
物
を
養
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
学
部
レ
ベ
ル
で
は
３
段

階
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
、
文
部
科

学
省
の
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ

Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
）
に
準
拠
し
た
「
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｓ

Ｈ
―
Ｌ
」
が
２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
り
、

２
０
２
３
年
度
か
ら
は
同
（
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
）
に
準
拠
す
る
「
Ｄ
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
―

Ａ
」
と
、
こ
れ
ら
を
包
含
す
る
「
Ｄ
Ｄ
Ａ

Ｓ
Ｈ
副
専
攻
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

「
良
心
教
育
」
に
基
づ
き
、
総
合
知

を
備
え
た
次
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
「
同
志
社
大
学
新
島
塾
」

　

1.5
年
間
の
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

「
同
志
社
大
学
新
島
塾
」
で
は
、
良
心
を

手
腕
に
物
事
の
全
体
を
見
渡
し
、
最
善
の

方
向
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
人
物
の
養
成

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
系
と
理

系
の
垣
根
を
越
え
た
総
合
知
を
涵
養
す
る

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
選
抜
さ
れ
た

塾
生
は
、
課
題
図
書
を
読
む
こ
と
で
自
身

の
学
問
分
野
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
教

養
を
得
て
、
異
な
る
学
部
の
塾
生
と
議
論

イ
ツ
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学（
１
９
９
３

年
か
ら
同
志
社
大
学
内
に
日
本
研
究
拠
点

を
設
置
）
内
に
、
初
の
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
「
同
志
社
大
学
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン

Ｅ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
開
設
。
翌
年
に
は

教
員
交
換
協
定
を
締
結
し
、
２
０
１
９
年

度
か
ら
「
Ｅ
Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
語
の
運
用
能
力
向
上
を
主
目
的

と
し
た
「
ド
イ
ツ
語
・
異
文
化
理
解
Ｅ
Ｕ

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
、
英
語
ま

た
は
日
本
語
で
現
地
の
学
び
を
深
め
る

「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
Ｅ
Ｕ

キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

国
内
学
生
と
留
学
生
が

区
別
な
く
生
活
を
共
に
し
、

学
び
あ
え
る
教
育
寮
を
開
設

　

２
０
２
１
年
９
月
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ

ス
の
近
く
に
新
学
生
寮
「
継
志
寮
」
を
開

寮
し
ま
し
た
。
継
志
寮
は
「
国
内
学
生
と

留
学
生
が
区
別
な
く
生
活
を
共
に
し
、
学

び
あ
え
る
寮
」
を
具
現
化
し
、
単
な
る
学

生
寮
の
域
を
超
え
た
「
教
育
寮
」
で
す
。

国
内
学
生
３
名
と
留
学
生
２
名
が
リ
ビ
ン

グ
を
共
有
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
で
生
活
し
、
寮

内
で
多
文
化
共
生
を
実
現
し
ま
す
（
１
フ

ロ
ア
16
ユ
ニ
ッ
ト
、
合
計
１
８
０
室
）。

　

継
志
寮
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
学
生
は
、

地
域
の
人
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
通
し
た

実
践
学
習
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
こ
で
得

ら
れ
た
成
果
や
経
験
な
ど
を
発
表
し
、
課

題
を
見
つ
け
、
振
り
返
り
を
行
う
Ｒ
Ｌ

Ｐ
  （4）

へ
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同志社大学

理系・文理融合系を中心とした学部の拠点
— 京田辺校地 —

文系学部の拠点
— 今出川校地 —

植
うえ

木
き

朝
とも

子
こ

学長
1990年お茶の水女子大学文教育学部
国文学科卒業。博士（人文科学）（お
茶の水女子大学）。同大学助手などを
経て、2005年同志社大学文学部国文
学科助教授、2007年同大学文学部国
文学科教授。2017年から副学長。同
年より教育支援機構長も務め、2020
年４月から現職。専門は日本中世文学。

139 卓越する大学 同志社大学 138


